
東北数学教宵学会 年報第42 号201μ3 月31日

気 仙 沼 市 の 観 音 寺 算 額 に つ い て （I）

－　その概要とそこから作られる数学の問題　－

萬　仲介、島森　哲男、安孫子　啓

(宮城教育大学教育学部)

青野　哲大

(気仙沼市・宮城教育大学連挑センター)

１。はじめに

近年、和算が９:数・数学の教材の一つとして注目されてきている。宮城県内

にも、東北大学附属図書館・宮城県立図書館をはじめ各所に多くの和算関係資

料があることはよく知られている。気仙沼市本町の観音寺にある算額は文政五

年（1822 年）に熊谷恒八郎直方によって奉納されたものである。八巻寿亮「宮

城の和算」【17 】）によると、この算額は宮城県内に現存する算額で二番目に占

いものである。その内容について、八巻は「宮城の和算」（［7 ］）23 ページにお

いて「気仙沼市　観音寺」の算額を紹介し、2.1ページに括弧書きで次のように

記述している。

（五十四年八月編者が写しとったえたものである。暗いところに

かけてあったので十分写しとれなかったが。内容は全く不明である。）

また、八巻は［宮城の算額　 続続］（16 ））の観音寺算額の項の最後において.

r注意　昭和五十四年八月　編者が寫したものである。Jと記しているのみであ

る。なお。観音寺算額の内容に触れた資料は1980 年公表の「宮城の算額　統

続」（本文の最初のページ、ページ数記述なし）と1985 年発行の「宮城の和算」

（23 ～24 ページ）があるが、これら二つの問には記述されている字句・図など

に多少の差違がある。

我々は、観音寺ご住職のご厚意により算額の調査を行うことができたので、

現時点でわかった部分（まだ不明な部分がいくつか残されている）の報告を以

下で行う。今回は速報としての報告であるので、詳細は別の機会に公表予定で

ある。 さらに記載されている図から、中学校・商等学校の授業で取り上げるこ

とができる問題が得られたのでその一部を紹介する。ただし。問題の解説と解

答の詳細もまた稿を改めて報告する予定である。

２。算額の調査

我々の調査の状況を以下で示す。萬が平成22 午６月26 日に講演のため気仙
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沼市を訪れたその折に、連携センターの青野が気仙沼市の関係者との交渉と調

整をして観音寺の算額を見学する機会を作った。萬が観青寺に伺い、１ 時間弱

の短い時間であったが算額を本堂で見る機会を得た。

「宮城の和算」で紹介されていた観音寺算額の項には右側の色彩図と中央上

部の図（頂点を接する二つの三角形にジグザグに交差する線が描かれている）

が紹介されていた。しかしながら、この算額には「宮城の和算」で紹介されて

いなかった図として、算額の一番右側に縦に黄色に彩色された「ものさし」が

描かれ、算額の下部に中央から右端までに思い線が幾本も猫かれていたのであ

る。新たな図が確認されたことを受けて、萬はこの算額の内容を明確にしよう

と思い立ったのである。そこで、萬が、気仙沼市におけるこの算額に関わる記

録の調査を連携センターの青野研究員に依頼し、算額の左側にある漢文調の文

章の解明を国語教育講座の島森教授に依頼し、さらに、算額の計測調査につい

て技術教育講座の安孫子教授に後日調査するよう協力依頼をした。したがって、

本調査・報告は４名の協同で成されることになった。

平成22 年９月18 口午後、萬、安孫子、そして技術教育講座の阿部技術職貝

と学生が観音寺での算額の測定調査と写真撮影を行った（下の写真はこのとき

に撮彫したものである）。調査には気仙沼市教育委員会の幡野寛治氏が立ち会い

三陸新報の記者が調査状況の取材をした。
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３。爾査結果

（１）算額の外形

縦:475 ミリメートノレ

厚さ:48 ミリメートル

重さ：７キログラム

横:1234 ミリメートル
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（２）文および図等が書き込まれている板の部分

縦:324 ミリメートル

横:1080 ミリメートル

厚さ：３ミリメートル

材質：杉

一枚板で裏面にしっかり接着されている

上記（１）（２）のデータは今まで発裏されたことは無いと思われる。算額の裏

面には「熊谷」と墨書されている。

（３）文および図の配置

算額は 下の（図１）のように、右側蓼分には短文と図がそれぞれ４種類あり、

左 倣け 分には漢文調の文が害かれている。各図は（図１）内の長方形で示され

ている。
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(図１)

右端にある　図１　は黄色で色づけされたものさしを表している。右半分の真

ん中上部にj?ﾐ[Ed

ぷヶ1

は正方形、円、二つの三角形がそれぞれ色づけられた

ものである、中央上部にあるｌ図31 は頂点で接している二つの三角形がジグ

ザグに描かれた線と交差しているものである。そして、下部にある『箇ｉ ‾Ｇ ‾il

と| 図４( ２川 は１本の直線の上にあり、交差する多くの線分､ 数本の縦線、

小さな朱 色の円、朱色の曲線弧が描かれているものである。

以下に示した図は、各図の概形を理解するために縮尺などを無視したもの

であることを断っておく。
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卜ぬ（川

「宮城の和算」23 ページに八巻が描いた図は、

９であろが。不正確である。上の｜図21 から

[巫]

Lμ14 ［25T］

図 ２ 図 ３

図４（2 ）

図 ４（２）

に対応する

までは写真撮

図 ４（２ ）

小円と曲線部分は朱色であり、他は黒色である。

算額の左半分には、漢文調の文、奉納した年月、奉納者氏名、が書かれ、

後に印が二つ記されている。算額の文のみを抜き出して示すと下の（図２）

ある。
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以下、記載されている文を紹介する。原文は縦書きであるが、

きで表すことにする。

（ア）「　郷尺

比口本木匠尺玖寸参分弱　」

ここでは横書

この記述は「匠家秘伝（雛形　匠家極秘伝）」（広丹晨父　編、享保12 年＝

1822 乍）に

明朝木匠尺 址地尺

小尺

郷尺

柴造尺

準尺

皆同

舜水読詩

比ヘ ロ木木匠尺≒ 即玖寸参分弱

と記載されているもの（［２］、７番目の画像）に類似している。ここに、「郷尺」

には「キョウシャク｡1とルピが打たれている。一尺は303,03 ミリメートルであ

るからヽ九 寸三分は281.79 ミリチメートルとなる･ １図 川 の黄色で色づけ

されたものさしは284 ミリメートルであった。このものさしの上部の目盛り幅

と下部の目盛り幅は同一でなかったので、正確に長さを描いているとは限らな

しｔ

(イ)

( ウ)

(エ)

「攘式｣

｢扇罫中黒賦図｣

｢求延斜｣
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これら に関し て、狩 野勝重　 解説 「隅矩雛 形／矩術新宮｡1（［1D の80 ペ ー

ジ に 「匠家 秘伝 （雛形　 匠家極秘伝）」（広丹晨父　 編） の下巻 の日次の記述が

あ る。す なわち

攘式圖 （たるき わり）

迢矩術圖 （か んぎ かね）

扇罫圖 （せ んけい）

斜矩圓 （のひ かね）

軒式圓 説（のきまわ りのかね）

求 延斜術 （のびをしる こと）

賦攘 術 （たるきくは り）

雑圓 説

と下巻の 口次を示 してい る。 これより、「攘式 」、「扇罫中黒賦図」 の「扇罫」、

『求延斜』はそ れぞれ「たる きわり（垂木「たるき」の配 付方法）」、「せ んけい（扇

極の挫割＝お うぎ たるきのたるき わり）」、「のびをしる（のび　 は規矩術 用語）」

を 衣す と考えられ る。 全く もって 「規矩術」に関 わる用語である。目Fi ‾てFyl

とｌ図４ （２）｜　は 「扇罫中黒賦図」あるい は「禎式」に関 わる図であること

は想像できる。い ずれに して も、これ らの図が 「規矩術」の具体的 には何に関

わるものであるか確定で きてい ない。

（オ）「 方円曲直之雖如奈瓦

結繩只明平准則能焉

更非所知餅砥於折鋸

椎忿者呉希世而行比

周而友者之矣是］こ匝

之遺術也

文政五龍集壬午歳春三J］

熊谷恒八郎直方 」

の解読は島森が担当した。

りであったと考えられる」

島森は「上の日本式漢文は次のように読ませるつ も

と述べている。すなわち、

芳持Ｗ鄙 。背 を雀ね範を紅ふが晨 と遥≒

鉦 草准［貧］に明らヵヽなれば官 話 くす。

ｋ 鮮泌椎［鉦］ｋ 加し ６者と。世滝 ふｔ行い、
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比周して友たる者との知る所に非ず。

こ　　こうすぃ　ぃじゅり是れ工極の道術 なり。

文政五年みずのえ・うまの歳の春三月

熊谷恒八郎直方

そ して、島森は

○方円曲直　 四角やまる、 曲線や 直線を描いて巡 める 大工仕 事。

〇 桑瓦結繩　 屋根を 葺く のに 瓦を一枚一枚敷き連ね、木組 みを作る のに繩

を 何度も結ぶよ うに、手数をかけた念入 りで 複雑な仕事。『荘子』騏栂篇に

［弁 に騏なる者は 瓦を累ね縄を結ぶがご とくにして ・：］ とあ る。

○明 平准［準］則能焉　 平準は水平を測る道具。 水 準器をき ちんと扱 うと

い う基礎 の基礎が大事で、それさえきちんと出来れば どんな複雑な仕事も

可能 とい うこと。

○勝肌 於折 鋸椎［錐］盤者　 お の・のこぎり・きり・のみなどの道具を使

って手にた こができてい るよ うな手先だけの大工。

○希 世而行 、比周而友者　 世上に名声を馳せ よ うと願って行動したり、互

いに 仲間内 で党派を組んで行動したりするよ うな辿 中。　 『荘子』譲王篇

に「夫れ世を希みて行い、比周して友たるは……憲、為すに 忍ぴ ざるな り」

とある。

○工俑　 古 の尭帝 の時 代の工匠の名 で、百工を治めた、極めて精 巧な工人

であったと伝 えられ る。『:酢継丿 舜典篇 などに見 える。

○道 術　 伝え遺 した大切 な道ｏ

Ｏ 龍集 壬午　 歳次壬午、歳在壬午に同じ。年の干支を表す言い方。「龍」は

歳 星（太歳すな わち木星のこ と）。歳 星が壬午の方 角に「集 」る（次る、在

る）年 の意味。

とい う説明を加 えている。

き　　　　　　　　
く（注１）銭宝 踪（川原秀城　 訳）「中国 数学史」に ｒ‥ ・、規（コン パス）、矩

じ４ん　　　　　　　　　ｃｌう
（さし がね）、 準 （みずも り）、 縄 （すみな わ）をつく りだし た。 戦国時代 の

《戸子》にこう述べている、“む かし優 は規、矩、準、糾をつく り、それを天 下

に摸 倣させだ と。古代伝説では、偉は、黄帝のときの人であった り、宛 の と
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きの人であっ たりして､ 時 代を確 定しえない が､ ‥･j と記述されてい る（［３］、

ｐ｡2）。さらに､ 藪内清はr 中国で規矩･ 準 繩 と熟して使 われる コン パス（規）、

定木（矩）、水準器、塁縄は工具の製作に必嬰なものであり、名７ として伝 えら

れる俑 の発明 したところ とい われる。極 は黄帝 もしくは尭 の時代の名工 とされ、

もとよ り実 在の人物 では ない。」と記している （［51 、ｐ.15］。

（注 ２）「宮城 の和算」（［71 ］の第二章　 宮城 の算額　 二、気仙 沼市　 観音寺

で記 載 され てい る字句「攘式」、「結繩」、「淮」、「工捷」はそ れぞ れ「攘式」、「結

繩」、F 准| 、「工佳」 と修正されるもの と考えてい る。

以上のことから、算額の左側の漢文調の文は「大T［この心得］を書き記したもの

と考えられる。熊谷恒八郎直方は御郡棟梁として大工達を統率している（（4j ）

立場からこれを観音寺に奉納したものと考えられる。したがって、以前から指

摘されているように、この算額は「規矩術」に関するものであるといえる。こ

の算額の直接の作成に関して、１ 地の大工の熊治（店桑町鮪立の佐々木冨雄さ

んの先祖）が関わったと佐々木家に伝えられているが確証はない。

４。正 方形・円 ・正 三角形・二等 辺三角形 に関わる数 学の問題

彩 色図 ［ 回〔目　 は正 方形 （一部分に 青色の彩 色）の上に 円（一一･部分に金色

の彩 色）が猫 かれ、円の上に7F 三角形 （一部分 に朱色の彩色3 が猫かれ、正三

角形 の 上に緑 色の二等辺三角形 が描かれてい る。この図 が何を表してい るのか、

この図 がどのよ うな問題に関 わるのか、算額にはそれ らを表 す記述 がない。 大

工の「規矩術（きくじ ゅつ 、あるいは 、さしがねつ かい）」では「正方形 」、「円」、

r三角 形』は基本的な図であ ることから算額にこれらを画くことにしたとも考

え られ る。 しかし、確たるこ とは不明である。 そこで、これが どのよ うな問題

に 関わる図 であ るのか想 像してみるこ とにした。現在の数学の 立場 として思い

つい たこ とは次 の二つ のこ とがらであ る。すな わち

・正方形 から 二等辺 三角形に至る図形 の作図手順を確定す る。

・図形お よびその作図 の過 程から数学の間題を考える。

であ る。 これら二つの事柄を中学校 までの学習内 容の範 囲内で とらえよ うと思

う=。 それは、中学校また は高等学校 の教材 とするこ とができないかを探るため

で もある。

作図の手順 ：正方形から始めて順に円、正 三角形 、二等辺三角形を どのよ 引こ

作図す るのか、特に、三番目の正三角形をどのようにして確定 させるかが開題

である。説明 を明確にするために、注目する点 にはＡ．Ｂ、ｃ 等 と英 字の大 文

字 を添 付するこ とにす る。以 下の （図 ３）を参照しながら説明 する。
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Ｂ

（図３）

１卜 一辺の長さが2a の正方形ABCD を描く。

２）辺CD の中点を Ｅ とする。

３）点 Ｄを中心とし、脂径DE の円（円Ｄ という）を描く。このとき、円Ｄの

半径の長さは ａである。

４）直線cD と円 Ｄ との交点で点 Ｅと異なる交点をＦとする。

５）直線An と円l）との交点で直線CD に関して点 Ａと反対側にある交点を

Ｇとする。

６）点Ｆを中心とし、半径FD の円（円Ｆという）を描く。このとき、円Ｆの

半径の長さは ａである。

７）円Ｄと円Ｆとの交点で直線CD に関して点 Ａと反対佻jにある交点をII と

する。

８）二点 Ｅ とl【 を結ぶ直線を描き、この直線と直絲AD との交点を Ｉ とする。

点 １は二点 ＤとＧの間にある。

９】二点Ｆと１を結ぶ直線を描く。

１０）線分EG の中点 Ｊ を通り線分EG に垂直な直線（線分EG の垂直二等分

線）と直線FI との交点を Ｋ とする。線分EG の垂直二等分線は点 Ｄを通る。

１１）点 Ｋを通り直線AD に平行な直線を描く。この直線と心線EII との交点

を Ｌ とする。三つの線分IL 、LK、KT により正三角形ILK が得られる。

１２）’二点Ｅ とＫを結び、二点 ＧとＫを結び、Ξつの線分EK 、KG、GE を

得る。これにより二等辺三角形EKG が得られる。

以上により、正方形ABCD 、円「」、正三角形ILK 、二等辺三角形EKG が得ら

れた。さらに、次のような点、線分を定めておく

１３）直線KL と直線CD の交点を Ｍとする。
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１４）二点F 、IIを結ぶ線分 日|を痛く。

１５）二点D 、l｛ を結ぶ線分【】Hを描く。

１６）点 Ｐを通り直線CD と直交する直線を描き、この直線と直線CD との交

点を Ｑとする。線分PQ を考える。（別の表現を用いると、「点Ｐから直線CD

に垂線を下し、その足を Ｑとし、線分PQ を得る。」、となる。）

問題：正方形ABCD の一辺の民さを2a とする。次の問題が考えられる。

ｌ 問題11 三角形ＩＬＫ が正三角形であることを示せ。

【 問題21 三角形ＥＫＧ が二等辺三角形であることを示せ。

［ 問題31 正三角形のうち緑色の二等辺三角形で隠されていない部分の面積を

求めよ。すなわち、三角形ＩＥＰ の而積と三角形ELI（ の面積の和を ａ を用い

て表せ。

Ｌ問題４）緑色の二等辺三角形の面積を求めよ。すなわち、二等辺三角形 ＥＫＧ

の面積を ａ を川いて表せ。

問題１と問題２は中学校数学で取り扱う内容であり、問題３と問題４は高等学

校数学で取り扱う内容である。

５。おわりに

今回の調査で、観音寺算額が規矩術に関わる算額であることは再確認できた

が、描かれている図が規矩術のどのような分野とどのように関わりを持つのか

は不明のままである。しかしながら、描かれていた図のすぺてを記録できたこ

とは収穫であった。

熊谷恒八郎直方がこの算額作製を､どのような指示の下、誰に依収したのか、

あるいは自身で作製したのか、図や漢文調の文は何を基にした（何から引用し

た）ものなのか、などは不明である。東北工業大学の高橘恒夫教授が1980 年代

後半に気仙沼市九条の熊谷家を調査したおり、多くの規矩術に関わる古書をリ

ストアップされていた。その中にこの疑問に解答を与える書締があるかもしれ

ないと期待したが、現在これら書籍の所在は不明である。この算額に関する詳

細な報告は後日発表する や定であり、先の問題の解答および他の問題などにつ

いても発表予定である。

度々の調充にご協力いただいた気仙沼市本町の観音寺ご住職、気仙沼市教育

委員会、唐桑町鮪立の佐々木冨雄さん、熊谷家に関する情報をいただいた東北

工業大学の商橘恒夫教授に改めて感謝の意を表します。

参考・引用文献

[１]狩野重勝　解説:｢ 隅矩雛形／矩術新書｣､ 江戸科学古典叢書16､ 恒和出版、

昭和53 年(1978 年) 発行。

72

Akita University



[２]広丹晨父：｢匠家秘伝｣、享保12 年(1727 年)、東北大学附属図書館和算資

料データベース。

[３]銭宝踪( 川原秀城　訳)、｢中国数学史｣、みすず書房、1990 年。

[４]高橋恒夫：仙台領の御郡頭領と在郷大工の統率について一文献資料を中心

にー、日本建築学会計面系論文報告集。第400 号、1989 年、85－93．

[5] 藪内清、｢中国の数学｣、岩波新書、岩波　書店、初版1974 年、復刊1996

年。

[６]八巻寿亮　編、｢宮城の算額　続々｣、自家版、昭和55 年(1980 年) 、宮城

県図書館蔵書。

[７]八巻寿亮、[宮城の和算1、けやきの街、昭和60 年(1985 年) 発行。

The Sangak ｕ ｏｗned by Ｋａｎ－ｎｏｎ－ji in Ke ｓｅｎｎｕｍａ （I ）

--lt ｓ ｏｕtline and p ｒodｕｃｅｄ ｍａtｈｅｍａtｉｃａｌ ｐｒｏｂｌｅｍｓ　－

YOROZU Shin ｓｕke ，SllIMAMORI Tet ｓｕｏ，ABIKO Hi ｒak ｕ

(Miyagi Univ ｅｒsity of Ed ｕｃａＬｉｏｎ)

AONO Tet ｓｕhiｒｏ

(Ke ｓｅｎｎｕｍａ-ｓhi Miyagi-ky ｏｕik ｕdaigak ｕ Ｒｅｎｋｅｉ Ｃｅｎtｅｒ)

Ab ｓtｒａｃt; Thi ｓ i ｓ all in ｖｅｓtigaljon or Ｕｌｅ Ｓａｎｇａｋｕ ｏｗned by Ｋａｎ- ｎｏｎ-ji in

Ke ｓｅｎｎuｌａ.The　collt ｃ【lt　of　lhi ｓ　 Ｓａｎｇａｋｕ　i ｓ　 ｒｅｌａtcd 10　Kiku-j ｕt ｓｕ

( ｃａｒｐｅｎt ｅｒ ゛ ｓ　t ｅｃｈｎｉq ｕｅ) 、 Ｗｅ ｍａｋｃ ｓｏｍｃｒｅｖi ｓｉｏｎｓ ａｎｄ ｓｕｐｐｌｅｌｅｎt ａtioll ｓ ilj

the book(j/ 万 々lgj /7 ∂ ｇ'ａぶlxJ)by M ｒ.Yamaki.And ｗｃ ｇｅt ｓｏｌｅ ｌｌａt ｈｅｍａtｉｃａｌ

ｐｒ ｏｂｌｅｌ ｓ that ａｒe p ｒod ｕced f ｒol a fig ｕｒｅ ｉｎ the Sangak ｕ.Thc ｓc p ｒob] ｅrlｓ

ｌａy be gi ｖｅｎ ｉｎ ｏａthelllat ｉｃ ｃｌａｓｓ ｏr j ｕｎｉｏｒ/s ｅｎｉｏｒ high ｓｃｈｏｏＬ

Ｋｅy ｗｏｒds: Ｗａs 田l( 教| 算) 、Sarlgak ｕ( 算 額) 、Kik ｕ-j ｕts ｕ( 規 矩 術)
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